




要約:気管支喘息児、その他の慢性疾患児、急性疾患児に対して病院受診時にアンケート

調査を実施し、学校生活の充実度を調査したところ、コントロールの良好な中一軽症の喘

息児では、他の慢性疾患児より積極的に学校生活に参加出来ているようであった。重症喘

息児については改めて調査が必要である。


